












[要約]多数の未熟児を含んだ新生児を対象として、新生児の未熟性すなわち出生時在胎週

数、採血時修正在胎週数および出生体重をもとに濾紙血 17-0HP 濃度を分析し、先天性副腎

過形成症（CAH)マススクリーニングでの Cut-off 値について検討した結果、濾紙血採取日

齢が大きく遅れなければ、抽出法、直接法の両法で、出生時在胎週数、採血時修正在胎週

数、出生体重のいずれによっても新生児の未熟性を考慮した Cut-off 値の設定が可能であ

ることが確認された。 


